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預金やクレジットの明細データを取り込むには
－ JDL IBEX BookKeeper／JDL IBEX出納帳Major －

インターネットバンキングから出力した預金明細や、クレジットの
利用明細を取り込むことができます。

●取り込みできるデータ形式 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P.1

● JDL IBEX BookKeeperをご使用の場合. . . . . . . . . . . . . .P.1

●入出金明細取込で明細データを取り込むには. . . . . .P.2

取り込みできるデータ形式

以下のＣＳＶ形式のファイル（入出金明細ファイル）です。
　・インターネットバンキングの預金明細データ
　　　→「日付」「摘要」「預入」「引出」が必要です。
　・クレジットの利用明細データ
　　　→「日付」「摘要」「金額」が必要です。

ＣＳＶの内容によっては、上記の形式通りでなくても  拡張設定  で取り込める場合
があります（P.12参照）。
　 例）「日付（年月日）」の列が「年」「月」「日」の３列に分かれている
  拡張設定  をしても取り込めないデータ形式の場合は、取り込めるようにデータを
編集してください。

◆ファイル内の項目等が下記を超える場合は、全データが取り込めません。
　・項目内の文字数：512文字
　・項目数　　　　：256項目
　・行数　　　　　：999行

JDL IBEX BookKeeperをご使用の場合

「出納帳入力」「仕訳入力」をご使用で、アドオンの［銀行明細取込］機能がある場
合にご使用いただけます。

出納帳入力：インターネットバンキングの預金明細を取り込みます。

仕訳入力　：インターネットバンキングの預金明細、およびクレジットの
　　　　　　利用明細を、仕訳として取り込みます。
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入出金明細取込で明細データを取り込むには

1 「入出金明細取込」を指定します。

✜JDL IBEX出納帳Major
メニューまたは預金出納帳画面から、「入出金明細取込」をクリックします。

◆預金出納帳画面では、データを取り込む銀行口座・月（または年間）を指定しておきます。

◆預金出納帳画面では、インターネットバンキングの預金明細のみ取り込みできます。

✜JDL IBEX BookKeeper
出納帳入力の預金出納帳画面、または仕訳入力で、  入出金明細取込  をクリッ
クします。

◆預金出納帳画面では、データを取り込む銀行口座・月を指定しておきます。

◆預金出納帳画面では、インターネットバンキングの預金明細のみ取り込みできます。

● はじめて取り込む場合 →P.4 4 へ　　● 二回目以降の場合 → P.4 5 へ

● はじめて取り込む場合 →P.3 3 へ　　● 二回目以降の場合 → P.3 2 へ

● はじめて取り込む場合 → P.3 3 へ

● 二回目以降の場合 → P.3 2 へ

▼メニュー ▼預金出納帳画面

● はじめて取り込む場合 → P.4 4 へ

● 二回目以降の場合 → P.4 5 へ

▼出納帳入力の預金出納帳画面

▼仕訳入力
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2 取り込む預金明細やクレジット明細を選択します。
過去に取り込んだ預金やクレジットの明細データが、シートに分かれて表示
されます（この画面を、「取込シート」と呼びます）。

●はじめて取り込む預金やクレジットの場合は  追加  をクリックします。

●過去に取り込んだ預金やクレジットの明細データを取り込む場合は、シート
のタブをクリックし、   新しい明細を取込  をクリックします。→P.4 5 へ

3 取り込む明細データの種類を選びます。
◆預金出納帳画面から取り込む場合は、この画面は表示されません。

取込順／日付順でソートできます。
シートの名前等を変更したり、シートを削除できます→P.4 4 へ

※以降、JDL IBEX出納帳Majorの画面を例に説明します。

※以降、“預金明細”を選んだ場合を例に説明します。
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4 設定名称と、取り込み先の科目や補助を設定し、  確定  をクリックします。

P.3 2 で をクリックしてこの画面を表示した場合
  確定  をクリックすると、設定が保存されて元の画面（P.3 2 ）に戻ります。
また、画面下に  削除  が表示され、クリックすると表示している設定（シー
ト）が削除されます。

5 取り込むファイル（ＣＳＶ形式）をドラッグ＆ドロップします。

取込先科目や補助にカー
ソルをあわせると、ガイ
ドが表示され、クリック
して選択できます。

コードや名称を入力する
と、一致する科目（補助）
に絞り込んで表示されま
す。

設定名称
P.3 2 のタブに表示する名称を20文字以内で入力します。
銀行名など分かりやすい設定名称で登録しておくとよいでしょう。

取込先科目・補助
取込先の科目（補助）を選択します。
一度設定すると設定が保存されます。

入出金明細ファイル
（ＣＳＶ形式）
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6 列項目と取り込む行を設定して  設定終了  をクリックします。

列設定のポイント
●以下の項目を設定します。

●未設定の項目は取り込まれません。

●列に対して該当項目がない場合は、  拡張設定  をクリックします（P.12参照）。

預金やクレジットの明細イメージも確認できます
  確認表示  をクリックすると、預金やクレジットの明細イメージで画面右側に
表示されます。

預金明細 日付、摘要、預入、引出
◆預入／引出は、どちらかのみの設定でも取り込めます。

クレジット明細 日付、摘要、金額

列が設定されていない場合は設定します（下記「列設定のポイント」参照）　

取り込む行の範囲を設定します
項目名の行は除いて設定します。
開始行は、取込設定として記憶さ
れます。

エラーがあると表示されます
“取り込みできない行があります”と表示さ
れた場合は、クリックすると、取り込めない
行（一番上）にカーソルが移動します。
◆取り込む行の範囲内で、☑の行のみエラー
チェックします。

P.12へ
P.5へ
P.6 へ

エラーの項目は赤文字で表示され、
マウスポインターをあわせると、エ
ラー内容を確認できます。

取り込まないデータは、☑をクリックして□にします。
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登録済みの取込設定と同じような列のファイルを取り込む場合
  設定連動  をクリックすると、保存された設定内容を連動できます。

7 摘要や科目などを割り当てて、  取込開始  をクリックします。

この画面での設定のポイントは、P.7参照。

以下の設定が連動できます。
　・列の指定
　・［取り込む行の指定］の開始行
　・拡張設定

◆Ver.1.5以前で利用していた取込設定からも連動できます。

未割当項目（科目の場合は“001 科
目未決”）や学習しない項目は、黒
い文字で表示されます。
青い文字は学習している項目です。
◆表示できない文字は“？ ”で表示
されます。

取り込んだ明細データの
摘要が表示されます。

取引データにするときに、どの摘要や科目を割り当てる
か設定します。目的の項目にカーソルをあわせ、  訂正  を
クリックして割り当てます。

エラーの項目は背景色が
黄色で表示されます。
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✜設定のポイント

●割り当てた摘要や科目は「学習」され、他の明細データにも反映されます
毎回同じ摘要や科目になる取引は、「学習する」設定（初期状態）で割り当て
ると同じ摘要が入力されている他の明細データにも割り当てた摘要や科目が
反映されます。
一度割り当てて学習した内容は、今回だけでなく次回以降の取り込みにも反
映されます。

◆摘要は、共通で使用する文字だけを割り当てて学習させてもよいでしょう。
（例　担当者名を除いて取引先名だけを割り当てるなど）

●摘要や科目が毎回異なる取引は、割り当てた内容を他の明細データに反映しな
いよう設定できます
例えば、文房具と書籍を同じ店から購入しているような場合、明細データの
摘要が同じ店の名前でも、購入する品物によって摘要や科目が異なることが
あります。このような明細データは、「学習しない」設定にしてから割り当て
ると、割り当てた内容を他の明細データに反映しないようにできます。

◆JDL IBEX BookKeeperでは、この画面で割り当て自体行わずに、変換した後、仕訳入力画
面や預金出納帳画面で摘要や科目などを設定してもかまいません。

「学習しない」設定にするには
まず、目的の行にカーソルをあわせ  学習する／しない  をクリックします。
その行が「学習しない」設定になりますので、摘要や科目などを割り当て
てください。

“ﾃｽｳﾘｮｳ”の明細データの摘要や科目を割り当てると…

明細データの摘要が“ﾃｽｳﾘｮｳ”の行すべてに反映されます。

▼割り当ての例

学習しない入出金明細摘要は、項目の背景色が濃いグレーになり、
その行全体の文字が黒になります。
また、カーソルをあわせると、説明が表示されます。

▼学習しないよう設定した場合
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◆「学習しない」設定にする前に摘要や科目などを割り当ててしまうと、すぐに他の明細
データに割り当てた内容が反映されてしまいます。その場合、割り当てる前の摘要や科
目などの内容に一旦戻してください。その後  学習する／しない  をクリックして「学習し
ない」設定にしてから、あらためてその明細データの摘要や科目などを割り当てます。

「学習しない」行を、「学習する」設定に戻すには
戻したい行にカーソルをあわせて、  学習する／しない  をクリックします。
「学習する」設定に変更され、「学習しない」設定の間に割り当てた内容は
クリアされます。
◆同じ摘要が入力されている明細データがある場合は、「学習する」設定にした時点でその
内容が反映されます。

◆金額の項目は、「学習しない」から「学習する」設定に変更しても、入力内容がクリアさ
れません。必要に応じて見直してください。

●１つの明細に複数の仕訳を割り当てることができます（総合振込の取引など）
複数行を割り当てたいデータにカーソルをあわせ、  複数行割当  →  行追加  
をクリックすると行を追加できます。
行を追加したときは、金額も入力します。金額の合計が明細データの金額と
一致するよう入力してください。

●確認が必要な項目にジャンプできます
  次の未割当項目  をクリックします。
未設定の項目や、エラー項目（不明科目、不明補助や金額の確認が必要な項
目など）にカーソルが移動します。

差額があるとガイドが表示
されます。
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8  取り込んだ取引が表示されます。

✜メニューまたは仕訳入力画面から取り込んだ場合
取込シートに、取り込んだ取引が表示されます。
必ず確認してください。

JDL IBEX出納帳Major
  閉じる  をクリックすると、メニューに戻ります。

取り込んだ取引は、各帳簿に自動で転記されています。
取引を修正する場合は、各帳簿で修正します。または、各帳簿で取り込んだ
取引を参考に入力し直してください。

取引を削除できます。取込順に表示している場合は、
取り込んだデータを一括削除もできます。
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JDL IBEX BookKeeper
  閉じる  をクリックすると、仕訳入力画面が表示され、取り込んだ取引が表示
されます。

✜預金出納帳から取り込んだ場合
預金出納帳に取引が追加されます。また、メニュー→「入出金明細取込」の
取込シート（P.9参照）にも、取り込んだ取引が表示されます。
取引は必ず確認してください。

JDL IBEX出納帳Major

取り込んだ取引には、 マークが表示されます。
また、摘要の背景色が茶色で表示されます。クリックして摘要を選択すると、通常
の色に戻ります。

取り込んだ取引には、 マークが表示されます。
訂正するか、画面を切り替えるとアイコンが消えます。
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JDL IBEX BookKeeper

取り込んだ取引には、 マークが表示されます。
また、摘要の背景色が茶色で表示されます。クリックして摘要を選択すると、通常
の色に戻ります。
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◩列に対して該当する項目がない場合（拡張設定）

取り込む明細データの列を設定する画面（P.5 6 ）で  拡張設定  をクリックして、該
当する書式を設定します。

◆該当する書式がない場合は、ＣＳＶ形式ファイルを編集してください。

◆以下は、“預金明細”の場合です。
“クレジット明細”の場合は、“預入・引出”→“入金・支払”になります。

例）明細データの日付が年、月、日の列に分かれている場合
　　→［年月日がそれぞれ異なる列に記載されている］を☑にします。

プラス金額は“預入”
マイナス金額は“引出”
で取り込みます。

☑にすると、摘要の列を
３つまで設定できます。

［預入・引出金額が１つの列で、入出金区分欄がある］場合は、
預入・引出を区分するキーワードをそれぞれ入力します。
（複数のキーワードは入力できません）


